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ごみの減量と分別にご協力ください
　私たちの生活が便利で豊かになり、大量生産・大量消費という
経済活動や生活様式が普及した結果、現在地球規模でさまざまな
環境問題が深刻化し、私たちの生活に影響を及ぼしています。こ
れまでの使い捨てという考えを改め、ごみの発生を抑制し、ごみ
も資源であるという意識が欠かせません。市のごみ排出量は市民
の皆さんのご協力により、減少する傾向にあります。しかし、せ
っかく減量が実現できても、資源の分別を怠ると、ごみはまた増
えてしまいます。今後も、一時的ではなく持続的にごみを減量す
ることで、環境負荷を低減していくことが課題となります。
　市ではさらなる減量をめざして、市民の皆さんに生ごみの減量
や紙ごみの分別など、もう一度身近な事、できる事から取り組ん
でいただきたいと思います。

１９年度市収集ごみ１９年度市収集ごみ・・資源物年間排出量資源物年間排出量

　１９年度市収集ごみ・資源物の年間排出量は
右表のとおりです。

１９年度市収集ごみ・資源物年間排出量
１３，６５５ｔ可燃ごみ
１，４８１ｔ不燃ごみ
３１４ｔ粗大ごみ

４，０５０ｔ資源物
２９ｔ有害物

１９，５２９ｔ合計
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　市では家庭からどんなごみが出されているか把握し、これからのごみ減
量や分別の計画を立てるため、組成分析という調査を毎年行っています。
　１月に行なった結果、可燃ごみの中では生ごみが約４割と一番多く、次
に紙類が約３割となっていました。（図１参照）
　この可燃ごみにはリサイクル回収できる雑がみなど資源物も含まれてい
ました。

▽具体例　ダンボール、紙パック、雑誌、ちらし、包装用紙類、ＯＡ用紙、
衣類
　不燃ごみではプラスチック類が約４割で一番多く、次いで金属類、ガラ
ス類となっていました。（図２参照）
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家庭ごみの中身を調査しています（組成分析）家庭ごみの中身を調査しています（組成分析）

分別の種類
　再生の用途が違うため、次の４種類に分別してください。
①ダンボール、②新聞紙、③紙パック、④雑誌・ちらし・その他雑がみ（パ
ンフレット、お菓子の袋、はがき、包装紙など名刺サイズ以上のもの）
※雑がみは紙袋などに入れて出してください。
古紙として出せないもの
　写真、感熱紙、ノンカーボン紙、ビニールコート紙、防水
加工紙、汚れや臭いが付いた紙、シュレッダーにかけた紙

生ごみの水切り（減量化）をお願いします生ごみの水切り（減量化）をお願いします

　家庭から出る生ごみの重量の約７割を水分が占めています。嫌な臭いの
元となるだけでなく、水分が多いと焼却する経費と時間がかかり、余計な
ＣＯ２の排出の原因にもなります。生ごみを出す時は、水分を十分切ってか
ら出すことで、可燃ごみの減量と処理経費の軽減につながります。家庭で
できる身近なところからのごみ減量にご協力をお願いします。
　水切りの基本は、まず最初からぬらさないことです。
また無駄な生ごみが出ない買い物や調理方法を実践し、
水切りネットなどを上手に使用すると、数段、減量効果
がアップします。

〈家庭でできる生ごみ減量の実践方法例〉
１．生ごみを水にぬらさない
・野菜は洗う前に皮むきをする。
・乾いている生ごみ（皮やしん）はぬらさないよう、他の野菜と別にする。
２．乾かしてから出す
・ぬれた野菜、お茶がら、ティーバッグなどは、三角コーナーからすぐに
ごみ袋に入れずに、一晩置くかいらない紙の上で乾燥させてから捨てる。
３．買い物や料理を工夫する
・賞味期限切れの食品が出ないよう、買いすぎに注意して、計画的かつこ
まめに買い物をする。
・買った材料を使い切るように心掛ける。
・食べ物を大切にし、食べ残し、使い残しをしないようにする。
・今まで捨てていた野菜の皮も、なるべくひと工夫して料理に使い、生ご
みが発生しないようエコクッキングを実行する。
４．水切りネットを上手に使う
・水切りネットに入れただけではまだ生ごみに水分が残っているので、ご
み袋にあける前に、もうひと絞りしてから捨てる。
・次のように絞り方の工夫をし、効率よく水切
をする。
○直接手で絞れない場合は、手袋を使う。
○空き瓶などの底を使って上から押す。
○水切り用の道具を使用して絞る。

水分７０％�

紙ごみの分別の徹底をお願いします紙ごみの分別の徹底をお願いします
（雑がみは古紙として分別回収しリサイクルできます）（雑がみは古紙として分別回収しリサイクルできます）

　ごみ収集運搬費が約２億円、中間処理費（焼却費）が約７億７千万円、最
終処分費（エコセメント化費用）が約１億円、その他経費（指定収集袋作成、
販売経費など）が約８千万円、資源回収・処理費が約２億５千万円、合計
約１４億円でした。
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　１８年度と比べると、ごみ処理経費が６％削減されました。

１人１日当たりごみ量（市収集可燃＋不燃）

多摩地域平均との比較多摩地域平均との比較

　１９年度の市の１人１日当たり
ごみ量（市収集の可燃・不燃ご
み）は５１４ｇでした。
　ごみ袋有料化導入前の１５年度
のごみ量と、１９年度のごみ量を
比較すると、１５．２％の減量をす
ることができました。



２０・１０・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

※購入前に環境課へ購入申請書の提出が必要です。購入申請書は環境課、平尾・若葉台出張所で配布しています。

助成額購入場所使用方法・特長設置場所対象品名

３，０００円ＪＡ東京みなみ
稲城支店

容器を１０cm程度地中に埋め込んで固定し、枯葉や腐
葉土と一緒に生ごみを入れる。微生物で分解され、
一杯になったら容器を移設し、生ごみを完熟させ堆
肥として使う。

畑、庭などコンポスター

３，０００円稲城市リサイク
ルショップ

消化酵素とおが屑を適合した基材を使い、１日２～
３回程度よくかき回す。酵素の力で分解され生ごみ
が減容される。

室内、ベランダ
などくうたくん

購入額の
２分の１
（上限
１０，０００円）

家電量販店など

代表的な処理方式にバイオ式と乾燥式がある。

室内、屋外
電動生ごみ処理機
（メーカー、販売店
は問わない）

乾燥式
電機ヒータの温風で生ご
みの水分をかくはんさせ
ながら乾燥させる。発酵
基材は不要

バイオ式
微生物が入った発酵基材の
中に生ごみを入れ、発酵が
促進されるよう内部で羽根
を回転させ、かくはんする。

　生ごみは、可燃ごみの約４割を占めてい
ます。
　市では、ごみ減量対策として、家庭から
出る生ごみの自家処理を促進するため、生
ごみ処理容器・処理機の購入費の一部を助
成しています。これらを利用して、生ごみ
を減らしてみませんか。
　購入した方にアンケートを実施しました
が、「今後も継続して使用していきたい」
という回答が多くありました。

▽助成対象となる生ごみ処理容器・処理機
○コンポスター
○くうたくん
○電動生ごみ処理機

生ごみ処理容器・処理機の生ごみ処理容器・処理機の
購入助成購入助成

　資源物は市の回収の他、地域団体による資源回収が行われており、回収実績に応じ
市から補助金が支払われています。地域団体は、自治会、子供会、ＰＴＡなど現在約
５０団体が登録しています。ぜひ利用してください。
　１９年度の年間回収量は１，７６５ｔでした。そのうち約９割が新聞、雑誌、ダンボールな
どの紙類と繊維類でした。

▽対象
一定の要件を備え、あらかじめ市に登録を行った団体が補助対象となります。

▽補助対象の資源物
古紙（新聞紙、雑誌、ダンボールなど）、古布、金属（鉄、アルミニウムなど）、ビン類、
食用廃油その他有価物
※回収日や品目は各団体で任意に決めて頂きます。

資源物の集団回収補助金制度をご利用ください資源物の集団回収補助金制度をご利用ください

　市では市役所、平尾・若葉台出張所、各文化センター、総合体育館、リサイクルシ
ョップなど市内２９カ所に専用の回収ボックスを設置し、発泡スチロールやトレイを回
収しています。しかし、下記のようにリサイクルできないものが混入されるなど、マ
ナーが悪い状況が見られます。

▽間違って混入されていた物の例
○汚れのついた発泡スチロール、トレイ
○専門店（鮮魚、青果店など）から持ち込まれた発泡スチロール
○弁当・惣菜・カップ麺・卵の容器など
○発泡以外の緩衝材（ビニール製やスポンジ状になっているもの）
○回収対象外の資源物（缶、ペットボトル、紙パック）
　効率のよい回収作業を継続していくためには、皆さまの正
しい分別排出が必要となりますので、ご協力をお願いします。

▽出し方　ラベルをはがして洗い乾かした後、回収ボックス
に入れてください。また大きな発泡スチロールはできるだけ
細かく砕いて袋に入れてから出すようにしてください。
　なお、スーパーなどの小売店で店頭回収を行っているとこ
ろもありますのでご利用ください。

発泡スチロール、トレイ回収について発泡スチロール、トレイ回収について

　家庭の庭などから出た 剪  定  枝 を車搭載型破砕機を使用して細かくチップ化し、 堆  肥 
せん てい し たい ひ

などにリサイクルしています。
　会場設営日（前週の金曜日）に立て看板を設置しますので、作業日（火曜日）の午前中
までに剪定枝をお持ちください。
※作業日程と会場は問い合わせてください。また、市ホームページに掲載しています。

▽持ち込みできない物
○草、落葉、竹、笹、樹木の根
○キョウチクトウ、アセビ、ウルシなど毒性のある樹木
○建築廃材、材木、腐食した樹木
※小石やごみが破砕機に入ると故障の原因となりますので、持ち込まないでください。

▽破砕できる寸法
剪定枝の太さは直径８cm以内、長さは２ｍ以内でお願いします。束ねるときは、麻ひ
もなどを使用し、ビニールひもは使用しないでください。

剪定枝チップ化事業について剪定枝チップ化事業について

　法令の改正により、４月から以下のペットボトルもリサイクルできる資源として位
置付けられたため、市では従来からのペットボトルの回収品目に加えました。
※２０年度版ごみ・リサイクルカレンダーにも掲載しています。

▽回収可能なペットボトルの例　しょうゆ、みりん、めんつゆ、
食酢、浅漬けの素、ノンオイルドレッシング
※焼肉のたれ、油性ドレッシング、ソース、化粧品など簡単な洗
浄で汚れや臭いが落ちないものは、資源物として回収できません。

ペットボトル回収品目が拡大されましたペットボトル回収品目が拡大されました

▲専用の回収ボックス

　７月２７日（日）、環境美化市民運動推進本部の主催で第３４回環
境美化市民運動が実施されました。
　可燃ごみ４２トン、
不燃ごみ２トン、粗
大ごみ２トン、その
他６トン、合計５２ト
ンが収集されました。
　市内全域で８,３６０人
の方が参加され、まち
の美化とともに、地
域のコミュニケーシ
ョンが図られました。

　８月６日（水）に市内の小学生を持つ親子を対象に、「夏休み
親子でごみ処理施設見学会」を行いました。
　当日は３３人の方が
参加し、市内のクリ
ーンセンター多摩川
と日の出町の最終処
分場を１日見学して、
ごみ処理の流れと仕
組みについて勉強し
ました。

まちの美化は、あなたが主役まちの美化は、あなたが主役

第34回第34回稲城市環境美化市民運動稲城市環境美化市民運動
７月７月２７日（日）２７日（日）に実施に実施　

夏休み親子でごみ処理施設見学会夏休み親子でごみ処理施設見学会
８月８月６６日（水）日（水）に実施に実施　

▲今年の清掃活動の様子

▲最終処分場での勉強の様子

　日常の買い物と環境問題は密接に関係しています。
　レジ袋は私たちにとって身近で便利な容器包装のため、多量
に消費されていますが、レジ袋の原料はポリエチレンなどの合
成樹脂で、石油から作られるプラスチック製品です。
　国民１人あたり１年間で３００枚近くのレジ袋を使用していると
言われ、そのほとんどがごみとして捨てられています。レジ袋
を使わなければ、その分の石油資源を節約できます。
　また、その製造過程ではＣＯ２が発生し地球の温暖化の要因と
もなっています。
　買い物では「マイバッグを
持参し、レジ袋を断る」。こ
のちょっとした心掛けと行動
が環境にやさしいライフスタ
イルの１歩となります。私た
ちの思いがごみの削減と地球
温暖化防止に生かされます。
まず始めてみましょう。

マイバッグを持参しレジ袋を断りましょうマイバッグを持参しレジ袋を断りましょう


